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元日も利用者のお宅へ 
「訪問介護」へ行ってます！ 

会社から福袋 
もらっちゃいました！ 

年末に風邪なんて 
ひかなければ… 
ステーキが 
食べたい… 

 今、ここにしかない あなたの命 

  その命を守るために 私たちは、 

  一瞬、一瞬を大切にケアを行います。 

 今年も良い一年でありますように… 

    『ケアホーム希望』 職員一同 

謹賀新年 

今年も自宅で 
妻と一緒にお正月を 
過ごせました！ 毎年、おせちは 

近所の方からの 
差し入れです！ 

深大寺へ初詣 

皆さんの年末年始の過ごし方は・・・ 

ここのお蕎麦 
美味しいねぇ～ 

『ケアホーム希望』に 
年越しそばを近所の 
お蕎麦屋さんから出前 
してもらいました！ 

年末年始、毎日スタッフの方に 
「訪問」して頂き、安心してお正月を 
自宅で過ごすことができました。 

ありがとうございました！ 



                        『ケアホーム希望』のボランティアの清水さんは、
日曜日の午後に利用者さんたちと一緒に地域イベントへ参加したり、レクリエーションや食事作りなど
のお手伝いをしてくれています。 

 Ｙじいさんは、104歳。 

 ついこの間まで、某デイサービスに週6回通っていた。家では足腰が 

弱まり転んであざだらけになることも度々あった。 

そんなＹじいさんを、74歳と64歳の娘2人が長年面倒を見てきた。 

ある日、Ｙじいさんが家で倒れ、寝たきり状態になった。「管だらけに 

なるので入院はさせたくない」と、娘たちの想いから家での看取りを望み、 

毎日 弊社の看護師による訪問看護が始まった。日々衰弱していく父の姿を見ながらの介護はまさに 

娘たちの老老介護。父の介護を覚悟はしたものの、不眠と体力との闘いは一週間にして体力の限界 

に達した。「どこか父を預かってくれないか」と相談があり、ケアホーム希望にて「泊り」のサービス 

を利用することに。 

 愛称の「やまちゃん」の呼びかけにわずかな声で「ハァ～イ」と答える。 

顔なじみの看護師がいるため穏やかに過ごせ、「泊り」のサービスを利用開始3日後に静かに息を 

『ケアホーム希望』で引きとった。娘たちは「本当にぐっすり3日間眠れたおかげで元気になりました。 

こんな状況でも父を預かってもらえ、父は本当に大往生です。」 

 入院して管だらけにならず、自然なかたちで看取れて本当に良かった。 

                        「104歳の やまちゃん、天国で安らかに！」 

の ぞ み 

家から『ケアホーム希望』での看取り・・・ 

『ケアホーム希望』では、利用者 

さんとお話をしたり、一緒に楽しい 

時間を過ごしてくれる方、趣味活動 

の指導やお手伝いをしてくれる方を 

募集しています！ 

ボランティアの 清水です。 
皆さん、よろしくお願いします。 

早く 
くじ 引かせて 
おくれよ～ 

年末に、つつじヶ丘商店街の 
大抽選会に参加してきました！ 
 

利用者さんとの付き合いは長い 大木先生との歌会は、いつも楽しく、 
美しい大正琴の音色と歌声を披露してくれます。 地域の方々にも是非 参加していただきたいです。 

ボランティアさん募集中！ 

03‐5315‐5722 まで 

この日は 
ボランティアの 
清水さんが得意な料理 
「屋台風やきそば」を 
作ってくれました！ 
 さて、お味は…？？ 

私が作るよりも 
美味しい… 


